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屋根裏部屋から街灯へ
──エリオットの初期未発表詩の意義──
北 沢 格
ハーヴァード大学院在学中、ヨーロッパを再訪することを考えたエリオ
ットは、オックスフォード大学で哲学を研究する決心を固める。奨学金を
得て、この計画は実行に移され、1914年 6月にエリオットはアメリカを
出発する。1910年から 1911年にかけての欧州滞在に続く、二回目の渡欧
である
1）
。エリオットは直ちにオックスフォードへ向かうのではなく、大
学が始まるまでの夏期休暇の期間を利用して、まずはドイツ、ベルギー、
イタリア等を訪問する計画を立てていた。しかし、サラエボ事件とそれに
続く第一次世界大戦の勃発により、大陸での滞在は大幅に切り上げられ、
エリオットは早々にイギリスへ向かうことになる。
さまざまな詩の習作を書き連ね、1911年には既に「プルーフロックの
恋歌」をはじめとする初期の代表作をほぼ書き上げていたエリオットだっ
たが、この時期はまだ然るべき発表の場を得ることがなかった。彼は、あ
くまで無名のアメリカからやってきた留学生であり、アマチュアの詩人の
域を出るものではない存在にすぎなかった。しかし、早くからエリオット
の詩才に着目していた、ハーバード大学からの友人、コンラッド・エイケ
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1) Peter Ackroyd, T. S. Eliot, (London: Hamish Hamilton, 1984), p. 54.
ンの仲介により、オックスフォードへ向かう前のロンドン滞在中、エリオ
ットはエズラ・パウンドと出会う。パウンドがエリオットの才能を高く評
価したことで、エリオットは次々と作品を発表する機会を得ることにな
る。長期留学を予定していたエリオットの二度目の渡欧は、一度目の渡欧
で開花し始めた彼の詩才を世に問う時期になり、彼の詩的人生においてき
わめて大きな意味を持つことになったのである。
エリオットの初期未刊行詩を収録した Inventions of the March Hareの大半
は、エリオットが避暑地として訪れたマサチューセッツ州グロスターで購
入されたとされる、背革装のノートブックに書き留められていたものであ
る。それらの詩には、執筆年が明記されているものもあれば、ないものも
ある。これらについては、エリオットの書誌研究家ドナルド・ギャラップ
がある程度の推定はしているものもあるが、すべてが必ずしも特定できて
いるわけではない
2）
。本論で中心的に取り上げる小品、ùThe Little Passionú
もそうした作品の一つである。これはノートブック 52ページに記載され
ていたもので、Inventions of the March Hareの編者のリックスは、1915年と
いうギャラップの説を紹介しつつも、自身の制作年代についての考証につ
いては、きわめて慎重な態度で、あくまで年代の断定は避けるという立場
を取っている
3）
。
このùThe Little Passionúには、もう一つ特殊な事情がある。この作品に
は、その原型と思われる下書きが別の紙片に記され、ノートブックに添付
されていたのである。先ほど述べたように、リックスは断定は避けつつ
も、ギャラップの説を引用する形で、この作品が 1915年の作品であるこ
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2) Christopher Ricksは Gallupの推定に必ずしも全面的に賛成しているわけでは
ない。以下を参照のこと。Inventions of the March Hare: Poems 1909-1917 by T. S.
Eliot, ed. by Christopher Ricks (London: Faber and Faber, 1996), p. 215. なお同所に
ついては、以下、IMHと略称する。
3) IMH, pp. xlii.
とを示唆している。これに対して、リンダル・ゴードンは、この詩が
1914年に書かれたと考えている
4）
。執筆年が 1914年であるか、1915年で
あるか決定することは難しいが、この時期が、エリオットの詩が次々に公
刊され、新進詩人としての次第に注目されていった時期であることを考え
ると、本作品が、エリオットが詩人としての地位を築く第一歩を踏み出そ
うとする時期に書かれたということだけは、ほぼ確実ということになるだ
ろう。
その観点からすると、ùThe Little Passionúは、エリオットの初期の代表
的作品のいくつかで取り上げられる都市の彷徨という主題が使われるな
ど、エリオットが詩人として認められる作品に共通する要素を含んでお
り、作品としては未完成のままでありながらも、注目すべき点が多々含ま
れている作品である。その意味でも、本作品を分析することによって、エ
リオットが独自の詩の世界を作り上げる上で何を残し、何を捨てていった
かを見ていくことにする。これによって、エリオットが詩人として、初期
段階で目指していた方向性とその限界、さらにはそれを克服するための方
法論の模索等の痕跡が、ある程度明らかになることとなろう。この未発表
作品を考察することにより、エリオットが公刊した作品と重なり合う部分
はどのようなものか、また、手法についての試行錯誤がどのように行われ
ていたかなど、エリオットが詩人として世に認められる過程での、発展の
様相が見えてくることであろう。
エリオットの第一詩集、『プルーフロックその他の観察』に収められた
代表的作品、「プルーフロックの恋歌」、「前奏曲集」、「風の夜の狂詩曲」
では、いずれも、雑然とした都市の小道を歩き回ることが一つのモチーフ
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4) Lyndall Gordon,   Eliots Early Years (Oxford: Oxford University Press, 1977), pp.
41-42.
になったている。固定された一定の立場から都市を定点観測するのではな
く、意識の流れにまかせるかのように動的に都市の情景をたどることで現
代の様相を描こうというのが、エリオットの初期作品における都市風景描
写の手法の一つである。それとほぼ同じ手法が用いられているのが、
ùThe Little Passionúと題された断片的な作品である。
クリストファー・リックスがドナルド・ギャラップを引く形で示唆して
いる、1915年執筆説に従えば
5）
、1915年 7月に「プルーフロックの恋歌｣
を Poetryに、同年 7月に Blastに「前奏曲集」と「風の夜の狂詩曲」を発
表したのと同じ年に執筆していた作品ということになる。ノートブック
52ページに書き留められた、わずか 8行で偶数行に押韻のあるこの作品
は、いかにも何かもう少し長いものからの抜粋であることを示すかのよう
に、ùThe Little Passionúという題名の後に、ùFrom An Agony in the Garretú
という副題のようなものが付けられている。どこか、『荒地』の第 3部に
出てくるùbones cast in a little low dry garretúという一節を連想させる、ùAn
Agony in the Garretúというフレーズで、その意味するところは必ずしも明
確ではない。もちろん、あくまでタイトルの一部であった可能性もある
が、おそらくは元々書いてあったか、または書くことを予定していたもっ
と長い作品の題名をさしていて、ùThe Little Pssionúとは、その作品から
の一節であることを示していると考えるのが、妥当なところだろう。前述
のように、ノートブックに書かれていた 8行とほぼ同じ内容を含む、全部
で 21行の詩行が、別の紙に鉛筆で書き留められた原稿として残されてい
るからである。
ここでリックスの表記に従って、ノートブックに黒いペンで書かれた 8
行をテキスト(i)、別の紙に書かれた鉛筆書きのものをテキスト(ii)とす
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5) IMH, p. 215.
る。ここで問題になるのは、テキスト(i)とテキスト(ii)のどちらが先に書
かれたものかについての論考である。つまり、テキスト(i)が元になって、
それをより長いテキスト(ii)に発展させたのか、それとも、テキスト(ii)
が先に書かれ、そのエッセンスとして 8行のみをノートブックに書き写し
てテキスト(i)になったのか、という問題である。日付けが明記されてい
ない以上、断定はできないものの、外見上の特徴とテキストの異動の点か
らある程度の推測は可能である。すなわち、鉛筆書きのテキスト(ii)に
は、表記について推敲の跡があり、それがペン書きのテキスト(i)に反映
されていることから、テキスト(ii)が先行して下書きとして書かれ、それ
が完成されぬまま一部を、それもおそらくは、その下書きの中でエリオッ
トがいずれ何かの作品へと昇華させていこうとしていた最良の部分を、ノ
ートブックに清書して残したのではないかという考えられるのである。
このような推測に従えば、テキスト(ii)こそが、ùAn Agony in the Garretú
そのものなのではないかという仮説も導くことができそうだが、話はそれ
ほど簡単ではない。テキスト(ii)には題名が書かれていないだけでなく、
書き出しがùOf those ideas in his head / Which found me always interested─ú
で始まっているなど、完成された形とはほど遠いからである。おそらくは
何枚かの紙に書かれていた詩のうち、途中の一枚だけを残したというよう
なものではないかと考えた方がよいだろう。したがって、テキスト(ii)に
ついては、これをùAn Agony in the Garretúと安易に同一視すべきではな
いものの、ノートブックに記載されたテキスト(i)の原型であるというあ
たりで、推測は止めておいた方がよい。
前述したように、ノートブックに記述された作品とは違って、未綴じの
ままの紙片に書き付けられた作品について、年代を特定することは難し
い。たとえば、元々ノートブックに書かれながらその後切り取られたペー
ジの紙片が、ノートブックに挟まれていたのだが、『荒地』の原稿ととも
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に、このノートブックを買い取ったコレクターのジョン・クインは（もし
くはその秘書が）、これらの紙片を元の状態のまま保存しようとはせず、
最終的に発表するに至った作品の草稿と、未発表のまま終わった作品とに
分別するなどした後に、改めてそうした紙片をノートブックにはさみこん
だとされる
6）
。順番が当てにならない以上、執筆年の正確な特定は無理で
あり、いずれも制作時期としては、ノートブックに書かれたものの中でも
最後の頃と同時期、もしくはその後に書き続けたものと考えるしかない。
本詩のテキスト(ii)のように、別紙に書かれた作品ともなれば、さらに特
定は難しくなる。決定的な確定は、そもそも無理だということは、ある程
度前提にせざるを得ないだろう
7）
。
このような経緯を持つこれら二つのテキストには、インデントやパンク
チュエーションの違いなど、異なる点がいくつかあるが、もっとも大きく
異なるのは、テキスト(i)の第 3行と第 4行が、テキスト(ii)では入れ替わ
っている点である。テキスト(i)の冒頭の第 1連の 4行は次のようになっ
ている。
Upon those stifling August nights
I know he used to walk the streets
Now following the lines of lights
Or diving into dark retreats (ll.1-4)
8）
これに対応する箇所が、テキスト(ii)では次のようになっている。
Upon those stifling August nights
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6) IMH, pp. xvi-xvii, .
7) Lyndal Gordonは筆跡などを根拠に、実際に執筆していたのが 1911年頃、清
書が 1914年という説を主張している。 T. S. Eliot: An Imperfect Life, (New York: W
W Norton & Co., 1998), p. 60.
8) テキストの引証は IMHによる。
I know he used to walk the streets
Now diving into dark retreats --
Or following the lines of lights (ll.9-12)
前述のように、原稿の作成がテキスト(ii)が先で、そこから抽出、推敲
したのがテキスト(i)であるとの仮定が成り立つとすれば、この変更は理
解できるものである。どちらのテキストでも、これに続く次の連の冒頭は
ùOr following the lines of lightsúである
9）
。推敲後のテキスト(i)では第 3行
のずらりと並ぶ街灯の光から第 4行の闇への待避、そして次の連になると
再び街灯の列、という光と闇のコントラストがはっきりとした配列になっ
ているのに対して、テキスト(ii)では同じ行が連の末尾と次の連の冒頭で
使われ、単なるリフレインとなって、街灯の光の部分だけが強調される形
になる。さらに、テキスト(i)では第 2行、第 4行に脚韻が置かれる形に
なり、次の連と合わせて、偶数行が押韻される形になるという、形式的な
統一感も出てくるからである。エリオットの初期の詩の技巧についての手
がかりとも言えるものであり、興味深い。
ノートブックとは別の紙片に書かれていたテキスト(ii)が、ùAn Agony in
the Garretúの原稿そのものなのか、あるいは、さらにそれ以前のアイデア
の書き付けなのかは不明である。はっきりと言えるのは、ùAgony in the
Garretúという作品がついに公刊されず、特に原稿の存在も確認されてい
ない以上、これは最終的には未完成のまま放置された構想止まりの作品で
あり、その全体像がどのようなものだったのかは判然としないという点に
とどまらざるを得ない。残された 8行には、暑く寝苦しい八月の夜、ùheú
で表される人物が街を歩き回った記憶について、úIúという語り手が思い
を巡らせるという情景そのものしか描かれておらず、いかなる場面での思
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9) IMH, p. 57.
考なのかはっきりしない。
しかし、テキスト(ii)に書き付けられながら、ノートブックにペンで清
書されることなく放棄された、前後合わせて 13行の詩行が付け加わると、
状況設定はもう少し明確になる。テキスト(ii)自体が原稿全体の一部に過
ぎず、冒頭部分が残っていないため、ùheúがどのような人物を指してい
るのかは相変わらず不明のままだが、それでも、この詩が全体として、語
り手が自分のよく知る人物について思い出し、その人物をùheúと呼んで
いるという設定は明らかになる。しかもその人物は、ùI feel / As if I¡d been
a long time dead.ú(ll. 7-8)と述懐するのである。
エリオットの初期詩では、「プルーフロックの恋歌」や「ある婦人の肖
像」のようにはっきりとした登場人物として設定されるにせよ、「前奏曲
集」や「風の夜の狂詩曲」のように詩の舞台全体を俯瞰する語り手の立場
を取るにせよ、作品は、語り手のモノローグで進行するものが一般的であ
る。そして、会話の相手は女性ばかりであり、このùLittle Passionúのよ
うに、語り手とは別の主要登場人物としてùheúと呼ばれる男性が設定さ
れ、しかもその人物が言葉を発することはきわめてまれである
10）
。もっと
も、この「彼」はもっぱら回想の中で語られる人物であることに加え、
「プルーフロックの恋歌」の冒頭で語り手が口にする、ùyou and Iúの場合
と同じく、「彼」と「わたし」が本当に別個の人格なのか、それほど明確
に区分されているというわけではない。
この詩が、エリオットの他の初期詩と比べて異色を放つ点が、もう一つ
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10) 第一詩集 Prufrock and Other Observationsで、明らかに男性が発言するのは、
ùHysteriaúに登場する老齢のウェイターだけであり、しかも、それは語り手の
脳裏にエコーするという点では重要な効果を持っているが、ウェイター自身が
この作品で特別な役割を持っているわけではない。ùHysteriaúについては以下
を参照のこと。Colleen Lamos, Deviant Modernism: Sexual and Textual Errancy in T.S.
Eliot, James Joyce, and Marcel Proust (Cambriedge: Cambridge University Press, 1998), p.
82.
ある。それは、宗教的な要素である。題名に使われている、ùPassionú、
ùAgonyúが、どちらもキリストの受難、その前の苦悶を意味する言葉で
あることに加えて、作品の中でも十字架や磔刑を連想させる表現が出てく
るなど、短い断章でありながら、宗教を強く示唆する要素が埋め込まれた
構成になっているのである。エリオットが友人のエイケンに、宗教詩の連
作の構想を語るのは 1914年のことだが、この詩が、「聖セバスティアンの
恋歌」と同じく、その作品の一つとして構想されていたかどうかは、残さ
れた資料がないため判然としない
11）
。しかし、その後公刊された初期作品
では明示されていないものの、宗教への関心が最初期の頃からエリオット
の詩で取り上げられていたことは、彼の後年の宗教詩への傾倒を考える上
で有力な手がかりとなる。もちろん、宗教的なイメージにつながる言葉が
あるからといって、それだけを決定的な要素と考えるのは短絡的である。
しかし、前衛的な作風で注目された新進気鋭の詩人と目されていたエリオ
ットは、第 2詩集『詩集』の「ゲロンチョン」、さらには『荒地』を経て、
急速に宗教詩への傾斜を強めていくのが、決して突然の転換ではなく、詩
人としての出発点以前の段階から内包されていたものが次第に顕在化した
ものであったことを示す根拠の一つがこれだとすれば、エリオットの詩的
経歴をたどる上では、重要な点であるとは言えよう。
一部分しか残されていないこの詩が描こうとしていたのは、迷路のよう
な都市の中の、屋根裏部屋という世間から隔絶された場所という、いわば
人間の内面にも似た部分で、混乱した思考の果てに生きるという自覚すら
失いかけている登場人物の姿である。そこに宗教を暗示する要素がちりば
められていることで、袋小路に陥っている魂がキリスト教信仰によりどこ
ろを求めるという構図が浮かび上がる仕組みが見えてくるわけだが、それ
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11) The Letters of T.S.Eliot Volume 1: 1898-1922 Revised Edition, ed. by Valerie Eliot and
Hugh Haughton, (London: Faber and Faber, 2009), p. 48.
が詩人が求めようとした一つの境地なのか、それとも、あくまで宗教詩風
の状況設定をつくろうとした習作にすぎないのか、どちらとも決めがたい
部分ではある。
本詩におけるその他の詩の設定として興味深いのは、きわめて広大でよ
りどころのない都市空間の無機質さを表す道具立てとして、当て所ない彷
徨に際して目に映る街灯の列が使われている点である。エリオットが都市
風景の基本設定として選ぶのは、白昼のような自然光に照らされるのでは
なく、人工の光の中にぼんやりと漂う輪郭も曖昧な世界である。ほぼ執筆
時期が重なると思われる、エリオットの初期の秀作、「プルーフロックの
恋歌」、「前奏曲集」、「風の夜の狂詩曲」の舞台がいずれも、夕暮れから
夜、薄明の街であることを考え合わせると、なおも同種の都市風景を使い
ながら、貪欲に同じ主題をさらに掘り下げようとしていたのが、本詩であ
ることがわかる
12）
。宗教的な視点を加えようとしていたことには、そうし
た意図も込められていたのだろう。
このように掘り下げられようとしていた問題がどのようなものであった
かという点について、テキスト(i)と(ii)を合わせる形で、もう少し見てい
きたい。語り手が「彼」の思い出として脳裏に浮かべるのはùAugust
nightsú、八月の夜に夜の街を歩き回る光景である。冒頭に「八月」という
言葉が出てくる作品として、エリオットには他にùGoldfishúという 1910
年に執筆された未発表作品がある
13）
。この作品では、一年の中でもっとも
暑い時期、享楽的な生活を送る人々のさまざまな様相が描かれているが、
本詩ùThe Little Pssionúにおいて、八月に夜の街を徘徊する者には、当然
のことながら、そうした享楽的なものがつきまとうことは、想像に難くな
66
12) エリオットの初期作品の発表について、以下を参照のこと。Gabrielle
McIntire, Modernism, Memory and Desire: T. S. Eliot and Virginia Woolf, (Cambriedge:
Cambridge University Press, 2008), p. 28.
13) IMH, pp. 26-31.
い。エリオットがフィリップの『ビュビュ・ド・モンパルナス』に強く引
かれていたこと
14）
、そして、「風の夜の狂詩曲」で娼婦の立つ街路の情景
が描かれていることなどを考えると、未完の作品、ùAn Agony in the
Garretú「屋根裏部屋の苦悶」とは、いかに、受難の前のキリストの苦悶
を連想させる要素が含まれているとはいえ、その「苦悶」はもっと現世的
で、おそらくは性愛的な内容を暗示させるものでもある。
そのような点を考慮に入れると、夜の都市風景を素材にして、本詩で追
求しようとしていた主題の一つが、「屋根裏部屋」の中、つまり、個人の
内面における欲望と倫理の間で揺れ動く精神という問題ではなかったかと
いう可能性が浮き彫りになる。テキスト(ii)の冒頭で、ùOf those ideas in his
head / Which found me always interested / Though they were seldom well
digested --ú(ll.1-3)と提示される、語り手の興味は引くものの、ほとんど
未整理な考えを抱えたまま、夜の街を放浪する「彼」は、生を実感できな
い死者に等しい意識を持つ人物として設定される。街灯に導かれるまま進
んだ先に待っているのは、十字路であると同時に十字架の意味も持つ
ùcrossúである。
And knowing well to what they lead:
To some inevitable cross
Whereon our souls are pinned, and bleed. (ll.6-8)
15）
十字路／十字架が「不可避」であるというのは、街路を進んでいけば必
ず交差点にぶつかるという現実の話と、死人同然の孤独な精神が行き着く
先は、キリスト教の信仰であるという暗示の重ね合わせであろう。そし
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14) ùPrefaceú, Bubu of Montparnasse by Charles-Louis Philippe (New York: Avalon Press,
1932), pp. vii-xiv.
15) テキスト(i)による。テキスト(ii)では 14-16行となる。また、テキスト(ii)
では、14行末がùthey leadúで終わっていて、コロンがない。
て、そのùcrossúにおいて、魂が釘付けされ、出血するというのは、言う
までもなく「十字架」における受難を意味するものであり、題名の
ùPassionúとも照応する。この第 8行が、テキスト(ii)ではùWhereon our
souls are spread, and bleed.ú(l.16)となっており、テキスト(i)がテキスト(ii)
の推敲の産物であるという前提で考えるならば、十字架上の受難というイ
メージをより直接的に示そうとした修正の痕跡がはっきりと読み取れる部
分でもある。
しかし、現世の欲望に悩む魂が放浪の果てに信仰に到達して、救済の可
能性を知る、というのは、あまりにも図式的なものであり、場合によって
は陳腐とも受け取られかねない構図である。この箇所に続きの詩連がある
テキスト(ii)では、詩人が照れ隠しでもするかのように、場面はすぐに酒
場へと変わる。プルーフロックの歩く街が、黄色の煙と霧に覆われた茫漠
としたものだったのと同じように、本詩における酒場の光景もタバコの煙
の中にかすんでゆく。生気のない「彼」の表情の描写が、次の展開をもた
らすかに見えたその時、唐突にこの詩──というよりは断片は、終わりを
告げる。より長いテキスト(ii)の記された紙葉にこの先の詩行はない。執
筆自体が途絶したのか、それともそれ以降のテキストが破棄されたのか、
事情はわからないが、まとまりも何もないまま、この作品はこれで終わる
のである。
このように、ùThe Little Passionúは、無機質な都市風景の中をさまよう
姿を描く、エリオットの初期の代表的な作品群と共通する題材を扱いつ
つ、そこに、宗教的な要素を取り入れるという、これまでとは違う方向性
を持つ意欲的な作品だったと言える。とはいえ、未完のまま放置されたと
いう事情を考慮に入れてもなお、この詩がすぐれた作品になりつつあった
かというと、そこには疑問が残る。夜の街と街灯という組み合わせは、
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「風の夜の狂詩曲」できわめて効果的な使われ方をされ、街灯の光を見つ
めての、記憶の想起とも、自己催眠とも思えるような幻影のごとき魅力的
な情景を作り出すことになるのに比べ、本詩では街灯の列はただリフレイ
ンに使われるだけで、まさに未整理のまま、宗教的な主題とともに併置さ
れているにすぎない。
また、詩における語りの手法にしても、語り手と「彼」との関係が描き
切れていないため、せっかくの男性の登場人物の設定があまり意味あるも
のになっておらず、内容も伝わりにくい。劇的独白という手法に関心を持
ち、『荒地』において、きわめて多数の話者を登場させる作品に到達する
までの、過渡期的な手法の練習とも言えるが、成功したとは言いがたい。
この詩の原型、つまりテキスト(ii)か、あるいは現存しないそれ以前のテ
キストが書かれたのが、ゴードンの推測のように最初のパリ時代のものだ
ったとしたら、この男性の登場人物が、ジャン・ヴェルドナルをはじめと
するエリオットの当時の友人をモデルにしていたかもしれないというよう
な、別方面からの興味はわくにしても、それは詩自体の意義とは必ずしも
関連しない
16）
。表現の斬新さにしても、ùsome inevitable crossúの上で釘付
けにされて出血するというのはなかなか強烈なイメージではあるが、「プ
ルーフロックの恋歌」での溺死、「前奏曲集」での世界を老女にたとえる
比喩、「風の夜の狂詩曲」の結びとなるùThe last twist of a knifeúといった
衝撃的な表現と比べると、さほどのものではない。
とはいえ、この作品が、エリオットが 1914年頃に構想していた宗教に
関連した連作詩の一つだったかどうかは措くとしても、初期詩特有の都市
風景と彷徨という設定を使った宗教色の強い作品を書こうとしていたこと
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16) エリオットがもっとも嫌悪感を示すそうした解釈を巡る騒動の一例について
は、以下を参照のこと。James E. Miller, Jr., T.S.Eliots Personal Waste Land: Exorcism
of the Demons (University Park: Pennsylvania State University Press, 1978), pp. 12-13.
を示す作品であることは間違いない。エリオットが詩人としての経歴を開
始する直前の段階から、宗教詩への志向を持っていたことの証拠を提示す
るという意味合いからも、この作品が残っていたことは意義あるものだっ
たと言える。他方、この作品が放置され、宗教詩の連作がついに書かれな
かったこと自体、都市風景の中をさまよう視点という初期詩の枠組みで
は、そうした主題の十分な展開に対応できなかったことを逆説的に物語っ
ているとも考えられる。その意味でも、性愛の問題に拘束され、生死の意
識すら失いつつある現代人の姿と宗教的な救済が本格的に扱われるように
なるのが、神話的手法などの新しい試みを取り入れた『荒地』だったこと
は、当然の帰結だったと言えるだろう。
＊本論は 2011年度特別研究による助成を受けたものである。
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